
若者まちづくりワークショップ

第３回 資料 平成２７年１月１４日

中野市の未来・・・
ともに考え、行動してみよう！
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ア．全体プログラム（予定）

回 月日（曜） 内 容 ひとこと

１
２０１４年

１１月１９日
（水）

●オープニング＆オリエンテーション
・市長あいさつ
・ワークショップとは？ ～概要説明
・出席者の自己紹介
・振り返りと展望

はじめまして！ まず
はアイドリング、余計な
緊張を解きほぐしましょ
う。

２
１２月１０日

（水）

●ふるさと中野を再認識しよう
・中野市を取り巻く概況報告 ～統計データ等から
・市民意識の動向 ～市民アンケートから
●いよいよ、やってみよう！ 「中野市の現在を見つめて」
・グループ分け（リーダー・書記の互選）
・どんどん出そう！ふるさとの強みと弱み＜ワーク＞

ふるさとの現在（いま）
に、データ等から触れ
てみましょう。
そしていよいよ、行動

開始です！

３
２０１５年
１月１４日

（水）

●課題対応と未来志向！ 「どんな中野市が良いのでしょう」
・前回ワークを踏まえた課題対応と未来志向の検討＜ワーク＞
・プロジェクトの検討＜ワーク＞

現状からの進むべき
方向・目標を考えてみ
ませんか？

４
１月２８日

（水）

●これからの取り組みを考える 「必要なこと、やりたいこと」
・作業のまとめ＜ワーク＞
・プロジェクト提案検討シートの作成＜ワーク＞

目標に近づくための
取り組みはどうしたら？

５
２月１０日

（火）

●プロジェクト提案発表会
・グループ別発表
・市長の講評

成果を発表しましょ
う！
堂々と、です！！
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イ．今回のプログラム

項 目 ひとこと

●前回のふりかえり

手さぐりで始まった、初めてのワーク。１時間足らず
のなかでも、一つの成果ができました。前回の流れを
振り返ってみましょう。
（１５分）

●「こんな中野市にしたい！」

前回出てきた、中野市のさまざまな現状を踏まえ、
これからの中野市を考えます。「課題対応」と「未来志
向」の視点で、みなさんなりの「中野市こうしたい像」を
考えてみましょう。 （３０分）

●「こころを一つに！ 将来像の設定」
いろんな現状・課題・未来を踏まえ、「中野市の１０

年後」を一言で言い表してみましょう。（１５分）

●本日の成果発表・意見交換

前回同様、全体で各グループの成果を発表します。
持ち時間は各グループ３分ぐらい。ちょっとしたインタ
ビューや皆さんからの質問タイムもあります。
（１５分）

●次回以降に向けて（展望）

また一歩、進んでみたワークショップ。いよいよこれ
から佳境に入ります。どんなクライマックスが待ってい
るのか。たどりつくのはどんなところか？
（１５分）
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ウ．プログラム 「前回のふりかえり」

項 目

●今回も、 「なかの 若者ＷＳつうしん」を発行しました。前回の流れを
今一度、振り返ってみましょう。
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エ．プログラム 「こんな中野市にしたい！」

項 目

●前回は、「良いところ」「良くしたいところ」の両面から、中野市の現状を
点検・整理しました。

●今回はそれを踏まえ、「中野、こんなふうにしたい！」・・・という思いを
前回同様、付箋に書き出して、整理してみましょう。

●前回の「良いところ・良くしたいところ」が、そのまま、こんなふうにしたい、
になることもあるでしょう。

●一方で、まちづくりは、「（現状を踏まえた）課題対応」 と、「（現状にとら
われない）未来志向」の２つの面も持っています。

●現状と夢のバランスも考えつつ・・・、それでは出発です。
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オ．プログラム 「こころを一つに！ 将来像の設定」

項 目

●いろんな思い、願いが交錯するまちづくり

●続いては、そんなみなさんの考えを一つのフレーズにまとめる「将来像
の設定」をしていただきます。

●生活者の視点か？ 働く人の気持ちか、はたまた、観光等で訪れる人
へのメッセージか・・・いろんな立場、視点がありますが、なるべく短い言
葉で、わかりやすく示すと良いと思います。

●１点集中か、バランスか、オリジナリティあふれる？グループ名を創造
したみなさんならではの力を発揮いただければ。
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カ．プログラム 「本日の成果発表 ＆ 次回の展望」

項 目

●それでは、前回同様、今日の成果を発表いただきます。

●佳境に入ってきたワークショップ。今後の流れも展望します。
・第４回ＷＳの予定
「必要なこと・やりたいこと ～ 実現に向けた施策・事業の検討」 （面白
い取り組み、地道な事業、・・・いろんなアイディア・提案を）

「まちｓｉｍ総まとめ ～ 現状から将来像、取り組み内容まで、今までやっ
てきたことを整理しましょう。・・・最終発表も想定しつつ。）

・第４回に向けての宿題・・・上記内容を各自イメージして集まりましょう！
（将来の姿でも良し、施策・事業なら、期間、役割等まであればなお良し。
（財源は除外））

●もっと自分たちでこうしたい！という方には、という方には、資料様式や
電子ファイルの提供等、できる限り応援します。
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［メモ］

項 目


